
 

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸでＴｅｔｒａｇｏｎａｌ材超電導材料のＬａＦｅＰＯ材のシュミレーション 
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概要 

 Ｔｅｔｏｒａｇｏｎａｌ材として、ＬａＦｅＰＯを対象として、ダミーのファイルを指定し 

   ＣＩＦファイルに、ＬｉＦｅＰＯ４を指定、内部で(1 1 1 )[1 -4 3]を与え、ＯＤＦ図と逆極点の評価を 

   行ってみます。 

   

 

 

 

 GPInverseDisplay（Ver1.43）でMTEXTetoragonal(91*46)に対応 

 

 

評価結果 

 ＯＤＦ図、逆極点図、どちらからでも入力された｛１１１｝＜１－４３＞が計算されます 

  

 Ｃｕｂｉｃ，Ｈｅｘａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｍｏｂｉｃ同様Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌも 

 ＭＴＥＸ＜－＞ＣＴＲで評価できます。 

 

 

 

 



ＭＴＥＸに適当なファイルを指定 

   

   

 ｃｉｆファイル指定 

   



 

 

方位の作成 

>> cs=ebsd('LaOFeP').CS 

>> ori = orientation.byMiller([1 1 1],[1 -4 3],cs) 

>> psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

>> odf= unimodalODF(ori,psi) 

ＯＤＦ図 

 

  

 逆極点図は、Directionで表示されているため、(111)が[991]と表示されています。 

 



ＥｘｐｏｒｔされたＯＤＦ図 

 

１／４対称 

 

 



逆極点図 

 Ｐｌａｎｅ表示     Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ表示 

  

 

  

 

Planeを、(0,0,1)と計算している理由は 

リアルタイム計算時、MaxIndex を小さくしているためで

Directioninputから角度入力で、Planeを計算すると 

正規な値が計算されます。 

 


